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第一部 【企業情報】 

 

第１ 【企業の概況】 

 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

  

回次 
第 23 期 
第１四半期 
累計期間 

第 22 期 

会計期間 
自 2021年12月１日 
至  2022年２月28日 

自 2020年12月１日 
至  2021年11月30日 

売上高 (千円) 1,899,587 7,243,666 

経常利益 (千円) 134,802 363,217 

四半期(当期）純利益 (千円) 93,875 275,896 

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) - - 

資本金 (千円) 20,000 20,000 

発行済株式総数 (株) 4,000,000 4,000,000 

純資産額 (千円) 1,911,670 1,955,711 

総資産額 (千円) 3,280,724 3,160,323 

１株当たり四半期(当期）純利益 (円) 24.97 69.68 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) - - 

１株当たり配当額 (円) - 36.68 

自己資本比率 (％) 58.3 61.9 

 (注） 

１. 当社は四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

２．当社は第22期第１四半期累計期間について四半期財務諸表を作成していないため、第22期第１四半期累計期間に係る

主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 

３．当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。 

４． 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

るため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。 

５.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首から適用

しており、当第１四半期累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっ

ております。 

６．当社は2021年10月13日付で株式１株につき1,000株の割合で株式分割を行っています。第22期の期首に当該株式分割

が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。 
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２ 【事業の内容】 

  当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２ 【事業の状況】 

 

１ 【事業等のリスク】 

 該当事項はありません。 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

 

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 

（１）財政状態及び経営成績の状況 

当第１四半期累計期間期間におけるわが国経済は、行動制限が緩和され状況は改善されつつあるものの、昨年に

引き続き新型コロナウイルス感染症拡大等の影響を受け、依然として先行き不透明な状態が続いております。 

 一方、当社の事業領域である先端エンジニアリングの分野におきましては、DX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）等の社内変革のニーズは引き続き旺盛なことから、エンジニア派遣に対する引き合いは中長期的にも堅調に

推移するものと予測しております。 

 このような当社を取り巻く環境の中、電子商取引の需要増、DX支援の需要増、自動車関連の需要回復等に伴うエ

ンジニアニーズに対して計画以上にエンジニアを増員することにより対応をおこなってまいりました。 

 これらの結果、売上高は1,899,587千円、営業利益は132,064千円、経常利益は134,802千円、四半期純利益は

93,875千円となりました。 

 当社は先端エンジニアリング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（資産） 

  当第１四半期会計期間末の流動資産合計は、前事業年度末と比べ43,783千円増加し、2,914,429千円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金が43,580千円増加し、売掛金が17,494千円増加し、電子記録債権が7,355千円減少

したことによるものであります。 

 固定資産合計は366,294千円となり、前事業年度末に比べ76,616千円増加いたしました。これは主に繰延税金資

産が80,297千円増加し、固定資産の償却が3,318千円計上されたことによるものであります。 

 この結果、総資産は3,280,724千円となり、前事業年度末に比べ120,400千円増加いたしました。 

 

 （負債） 

  当第１四半期会計期間末の流動負債合計は、前事業年度末と比べ177,571千円増加し、1,157,997千円となりま

した。主な要因は、賞与引当金が215,589千円増加し、未払法人税等が98,313千円増加し、未払費用が69,860円減

少したこと等によるものであります。 

 固定負債合計は211,056千円となり、前事業年度末に比べ3,456千円増加いたしました。これは主に役員退職慰労

引当金が3,656千円増加したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は1,369,054千円となり、前事業年度末に比べ164,441千円増加いたしました。  

 

 (純資産） 

  当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比べ44,040千円減少し、1,911,670千円となりまし  

た。これは四半期純利益93,875千円の計上、剰余金の配当137,916千円の支出等によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は58.3％（前事業年度末は61.9％）となりました。  

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

    当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。 

 

（３）経営方針・経営戦略等 

 当第１四半期会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。 
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（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な

変更はありません。 

 

（５）研究開発活動 

該当事項はありません。 
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３ 【経営上の重要な契約等】 

  当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

 

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 8,000,000 

計 8,000,000 

 

② 【発行済株式】 

 

種類 
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(2022年２月28日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(2022年８月９日) 

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 4,000,000 4,000,000 非上場 

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。なお、単元株式数100株
であります。 

計 4,000,000 4,000,000 - - 

 

(2) 【新株予約権等の状況】 

① 【ストックオプション制度の内容】 

 該当事項はありません。 

② 【その他の新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

  該当事項はありません。 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 

 年 月 日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額 
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金 
残高 
(千円) 

  2022年２月28日 - 4,000,000 - 20,000 - - 

 

 

(5) 【大株主の状況】 

  当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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(6) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

   2022年２月28日現在 

区   分 株式数(株) 議決権の数(個) 内   容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 

普通株式 
240,000 

― 
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。なお、
単元株式数100株であります。 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 
3,760,000 

37,600 同上 

単元未満株式 ― ― ― 

発行済株式総数 4,000,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 37,600 ― 

② 【自己株式等】 

      2022年２月28日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 
ジャパニアス株式会社 

横浜市西区みなとみらい二
丁目２番１号横浜ランドマ
ークタワー１８Ｆ 

240,000 － 240,000 6.0 

計 ―     
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２ 【役員の状況】 

  前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません 
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第４ 【経理の状況】 

 

１  四半期財務諸表の作成方法について 

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。 

なお、当新規上場申請のための四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同

四半期との対比は行っておりません。 

 

２  監査証明について 

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第

１項の規定に準じて、第１四半期会計期間(2021年12月１日から2022年２月28日まで)及び第１四半期累計期間( 2021年

12月１日から2022年２月28日まで)に係る四半期財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受

けております。 

 

３  四半期連結財務諸表について 

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１ 【四半期財務諸表】 

(1) 【四半期貸借対照表】 

 
 

(単位：千円) 

 
当第１四半期会計期間 
(2022年２月28日) 

資産の部  

  流動資産  

    現金及び預金 1,763,052 

    売掛金及び契約資産 1,029,458 

   電子記録債権 74,305 

    その他    48,228 

    貸倒引当金 △615 

    流動資産合計 2,914,429 

  固定資産  

    有形固定資産 50,693 

  無形固定資産 11,400 

   投資その他の資産 304,200 

    固定資産合計 366,294 

  資産合計 3,280,724 
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 (単位：千円) 

 
当第１四半期会計期間 

(2022年2月28日) 

負債の部  

  流動負債  

    買掛金 5,545 

  未払費用 454,218 

  未払法人税等 121,222 

    賞与引当金 341,581 

   受注損失引当金 172 

    その他 235,257 

    流動負債合計 1,157,997 

  固定負債  

    役員退職慰労引当金  210,790 

    その他  266 

    固定負債合計 211,056 

  負債合計 1,369,054 

純資産の部  

  株主資本  

    資本金 20,000 

    利益剰余金 2,014,409 

     自己株式 △122,739 

  株主資本合計 1,911,670 

 純資産合計 1,911,670 

負債純資産合計 3,280,724 
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(2) 【四半期損益計算書】 

【第１四半期累計期間】 

 

 (単位：千円) 

 
当第１四半期累計期間 
(自2021年12月１日 
至2022年２月28日) 

  売上高 1,899,587 

  売上原価 1,446,931 

  売上総利益 452,655 

  販売費及び一般管理費 320,591 

  営業利益 132,064 

  営業外収益  

    助成金収入 2,728 

    その他 8 

    営業外収益合計 2,737 

  経常利益 134,802 

  税引前四半期純利益 134,802 

  法人税、住民税及び事業税 121,223 

  法人税等調整額 △80,297 

  法人税等合計 40,926 

  四半期純利益 93,875 
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【注記事項】 

(会計方針の変更等) 

 

  (収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益

を認識することといたしました。 

  収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っておりま

すが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。また、当期第１四半期累計期間の損益に与える影響もありま

せん。 

  収益認識基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「売掛金」は、当

第１四半期会計期間より、「売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしました。 

 

 （時価の算定に関する会計基準等の適用） 

  「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第

10号  2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将

来にわたって適用することといたしました。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。 
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期 

累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。 

 

 
当第１四半期累計期間 

(自2021年12月１日至2022年２月28日) 

減価償却費 3,318千円 
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(株主資本等関係) 

当第１四半期累計期間(自2021年12月１日  至2022年２月28日) 

 

 １．配当金支払額 

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2022年２月21日 
定時株主総会 

普通株式 137,916 36.68 2021年11月30日 2022年２月22日 利益剰余金 

 

 ２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後 

  となるもの 

 

   該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

   当社は先端エンジニアリング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

(収益認識関係) 

 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

 

  当第１四半期累計期間(自 2021年12月１日  至 2022年２月28日) 

 

         区      分    金額（千円） 

派遣 
請負 

     1,874,895 
        24,692 

顧客との契約から生じる収益      1,899,587 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

項目 
当第１四半期累計期間 
(自2021年12月１日 
至2022年２月28日) 

(1) １株当たり四半期純利益 24円97銭 

(算定上の基礎)  

四半期純利益(千円) 93,875 

普通株主に帰属しない金額(千円) - 

普通株式に係る四半期純利益(千円) 93,875 

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,760 

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場 

     であるため期中平均株価を把握できませんので記載しておりません。 

(重要な後発事象) 

       該当事項はありません。 
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２ 【その他】 

   該当事項はありません。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

 

該当事項はありません。 
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